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「命をまもる、子どもの心の健康をまもる」 
 

私達の活動範囲である印西市とその近隣においても、新型コロナウィルスの感染が急増している状況

を受け、改めて感染対策を確認し厳守していく。子ども達も様々な制約を受けているなか、健やかな心の

成長をまもるためにも、命をまもりつつ可能な活動を行う。終息の見えないコロナ禍においても、今何が

出来るかを熟慮し、簡単にあきらめず行動していく。この感染対策は状況により随時更新していく。 

 

＜活動休止について＞ 

いんざい子ども劇場の活動を休止する判断は以下とする。 

①行政機関より、外出自粛要請がでた場合。（公民館等公共施設が休館となった場合を目安とする。） 

②印西市内において、学校が一斉休校となった場合。 

③会員または会員の同居家族が、感染確認及び濃厚接触者と判断されて、当事者が事業内で物理的に接触 

があった場合。 

④保健所より、濃厚接触者の確認依頼が来た場合。 

安全確認及び事業再開に関しては、理事会で決定する。 

 

＜事業全体について＞ 

・感染対策を講じられない事業は行わない。（すでに予定している事業も感染状況により検討し直す。） 

・事業内の飲食（水分補給は除く）については、感染状況を踏まえ検討する。 

・感染対策による休校中の学校（保育園、幼稚園を含む）に在籍する児童及び同居家族は、参加を控えて 

もらう。 

・公民館等の屋内会場については、感染対策の制約人数を厳守する。 

・屋内屋外いずれにおいても、密を作らないよう事業展開を行い、内容によっては家族単位での行動をお 

願いする。（グループ分けを家族単位にするなど） 

 

＜各事業について＞ 

・事業ごとに参加者名簿の作成を確実に行う。特に一般参加者については、氏名・住所・連絡先の把握 

を確実にする。 

・必要時、保健所へ個人情報を含む情報提供に協力する事を、事業参加者に同意を得る。 

 

＜運営について＞ 

・感染対策について、ホームページで誰でも閲覧できるようにしておく。 

・感染状況に応じ、事務所の開設日を変更する。 

・会員や会員の同居家族に、感染確認者および濃厚接触者と判断された者があると連絡が入った場合、理 

事長または副理事長が、保健所ならびに会員へ適切な連絡を行う。（弊方「新型コロナウィルス感染対 

応手引き」に沿って行動する。） 

・万一活動内での感染が確認された場合、保健所の指示に従い原因の特定と拡大防止に努める。 

・感染確認者および濃厚接触者と判断された者の人権に、配慮する。 

以上 


